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要　旨
　入院医療中心の精神障害者対策が地域生活中心へと方向転換するには，その対策を担
うマンパワーを必要とした．その人材は，精神障害者が社会復帰を果たす上で障害と
なっている地域住民の精神健康に関する意識変革をはじめ精神障害者に関わる偏見や差
別など諸問題の解決を図る必要があり，医療的なケアに加えて退院のためや社会復帰生
活の継続を図るための環境整備などについてさまざまな支援を行うことが求められる．
このような理由から 1997年に精神保健福祉士法が制定された．その後，社会的入院者
の退院支援や地域生活支援を目的に「精神障害者退院促進支援事業」が実施された．さ
らに，多職種チームによる支援が「精神障害者地域移行・地域定着支援事業」として実
施されている．近年では退院後生活環境相談員が創設された．
　このように精神保健福祉士を取り巻く環境は大きく変化しており 2010年 3月の精神
保健福祉士養成課程におけるカリキュラム改正では，精神保健福祉士に求められる役割
も従来よりもさまざまな課題に対応できることを求めている．
　精神保健福祉援助実習でもこれらの要望に応えるべく取組むことが求められよう．本
学の精神保健福祉援助実習の学生は社会人経験をもつ．それゆえ，通学課程の学生とは
違った悩みや不安がある．殊に，1か所目の実習体験が 2か所目実習に与える影響を意
識した実習指導が望まれる．
　そこで，実習後の精神保健福祉援助実習指導のスクーリングにピア・スーパービジョ
ンを意図的に取り入れて，実習後の実習指導にどのような影響をもたらすかを検討し
た．
　結果，実習後の実習指導でのピア・スーパービジョンは，自己点検作業の機会であ
り，学生にエンパワメントをもたらす場であった．
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　1．はじめに
　入院医療中心の精神障害者対策が地域生活中心へと方向転換するには，その対策を担うマンパ
ワーを必要とした．その人材は，精神障害者が社会復帰を果たす上で障害となっている地域住民
の精神健康に関する意識変革をはじめ精神障害者に関わる偏見や差別など諸問題の解決を図る必
要があり，医療的なケアに加えて退院のためや社会復帰生活の継続を図るための環境整備などに
ついてさまざまな支援を行うことが求められる．このような理由から 1997年に精神保健福祉士
法が制定された．2004年に提示された「精神保健医療福祉の改革ビジョン」に基づいた精神保
健医療福祉施策は「入院医療中心から地域生活中心へ」という方策を推し進めるために 2006年
に受入れ条件が整えば退院可能ないわゆる社会的入院者の退院支援や地域生活支援を目的に「精
神障害者退院促進支援事業」が実施された．さらに，受療中断者や自発的な受診ができないなど
の精神障害者に対して多職種チームによる支援が 2010年に「精神障害者地域移行・地域定着支
援事業」として実施されている．近年では，2014年 4月に保護者制度廃止に伴う医療保護入院
の見直しによって退院後生活環境相談員が創設された．
　このように精神保健福祉士を取り巻く環境は大きく変化しており精神保健福祉士が働く職域も
拡大する傾向にある．同時に，精神保健福祉士に求められる役割も従来よりもさまざまな課題に
対応できることを求めている．
　2010年 3月の精神保健福祉士養成課程におけるカリキュラム改正では，精神保健福祉士に求
められる役割として，①医療機関におけるチームの一員として，治療中の精神障害者への相談援
助，②長期在院患者を中心とした精神障害者の地域移行支援，③精神障害者の地域生活の維持・
継続への支援，生活の質を高める支援，④関連分野における精神保健福祉の多様化する課題に対
する相談援助をあげている．
　また，これらの役割を達成するために精神保健福祉士に必要な知識・技術として，①医療機関
におけるチームの一員として，関係職種と連携・協同する専門的知識・技術，②精神障害者の地
域移行にかかわる専門的知識・技術，③地域における医療・福祉サービスの利用調整，④就職相
談や休職に関する専門的知識・技術，⑤ケアマネジメント，コンサルテーション，チームアプ
ローチ，ネットワーキング等の関連援助技術，⑥行政，労働，司法，教育分野での精神保健に関
する相談援助活動，⑦各疾患及びライフサイクルに伴う生活課題の基礎的知識の 7点を指摘して
いる．
　このように精神保健福祉士に期待するところは大きいと言える．したがって，精神保健福祉援
助実習でもこれらの要望に応えるべく取り組むことが求められよう．
　本学の精神保健福祉援助実習の学生は社会人経験をもつ．それゆえ，通学課程の学生とは違っ
た悩みや不安がある．殊に，1か所目の実習体験が 2か所目実習に与える影響を意識した実習指
導が望まれる．
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　そこで，実習後の精神保健福祉援助実習指導のスクーリングにピア・スーパービジョンを意図
的に取り入れて，実習後の実習指導にどのような効果をもたらすかを検討することとする．
　2.ピア・スーパービジョン
　ピア・スーパービジョンは，同期や同僚など同じような経験年数や課題をもつ援助者同士が人
為的に集団を形成し，相互に専門性を高める過程である 1）．全員がスーパーバイザーであり，全
員がスーパーバイジーである．本研究では，精神保健福祉援助実習の学生という同じ立場の者同
士である．
　スーパービジョンは管理的機能・教育的機能・支持的機能の 3つの機能をもつ．ピア・スー
パービジョンでもこれら 3つの側面を体験するが，本研究におけるピア・スーパービジョンでは
教育的機能・支持的機能を体験することとなる．
　3．研究目的と方法
　（1）研究目的
　ピア・スーパービジョンが社会人経験をもつ通信制学生に与える影響の検討をとおして，実習
指導のあり方に関する研究の端緒とすることを目的とする．
　（2）方法
　1）調査協力者
　調査協力者（本研究では学生の参加を前提としたため“対象者”ではなく“協力者”という呼
称を使用．以下協力者）は，「精神保健福祉援助実習を行い精神保健福祉援助演習を履修した学
生」とした．協力者は本学の福祉経営学部　医療・福祉マネジメント学科 10名である．
　2）調査期間と調査場所
　期間は 20ＸＸ年 8月のスクーリング（美浜キャンパス）授業内で実施した．
　
　3）アンケート調査
　「実習の振り返り」というテーマで 1か所目実習での悩みや困ったことを持ちよって学生同士
で実習体験を語り（1人 30分），他の学生からスーパービジョンをうけるというピア・スーパー
ビジョンを行った．その後に，「ピア・スーパービジョンをとおして実習を振り返った感想」に
ついて記述アンケートを実施した．1グループは 5名程度である．
206
社会福祉論集　第 136号
　4）調査結果の整理
　アンケートで得られた結果を「ピア・スーパービジョンが社会人経験をもつ通信制学生に与え
る影響」と題して範疇化し，考察の内容とした．
　5）倫理的配慮
　調査協力者には調査承諾書を頂いた．得られたデータは今回の投稿以外に使用しないこと，個
人情報の秘密遵守，本調査に協力したことで課題への評価とならないことを約束した．
　
　4．結果
　ピア・スーパービジョンが社会人経験をもつ通信制学生に与える影響の範疇化
　アンケートの調査結果から，ピア・スーパービジョンが社会人経験をもつ通信制学生に与える
影響について，①自己点検作業，②エンパワメントの 2点に範疇化した（表 1）．
　①　自己点検作業
　利用者に対するアプローチの多様性や個別性，コミュニケーションの取り方，多様な価値観・
人生観への理解については，ほとんどの学生が感想を述べており自分の支援傾向への気づきに
なっていた．
　また，他の学生の実習体験を否定しないように聴くというピア・スーパービジョンの場が実習
中における利用者とのかかわりを追体験する場になっており，2か所目の実習に役立つという感
想もあった．
　さらに，「実習指導者の言動について理解が深まった」という感想に見られるように指導者と
のスーパービジョンの意義が語られた．
　②　エンパワメント
　「悩んでいるということを共有できたことで元気になった，気が楽になった」とう感想に象徴
されるように，2か所目実習につながっていた．
　また，「社会人学生として注意することが分かった」という社会人特有の感想もあった．
　5．考察
　アンケートの調査結果から得られた①自己点検作業，②エンパワメントの 2点について考察す
る．
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　（1）自己点検作業
　実習での悩みや困ったことを学生同士で語り合うなかで，失敗としてマイナスに捉えていた経
験を他の学生に語ることで自分の性格や癖，価値観に対して内省する機会になっていた．このよ
うな内省は「自分とは違う視点で悩んでいることに驚きがあった」という感想に見られた．
　実際に相談支援業務に携わっている学生は，この内省に加えて「利用者の数だけアプローチが
表 1　ピア・スーパービジョンが社会人経験をもつ通信制学生に与える影響の範疇化
自己点検作業の機会 ・同じ施設事業種別の実習であっても色々な角度からのアプローチがあ
ることが分かった．
・利用者数だけアプローチがある．
・絶対に正しいというアプローチはない．
・柔軟に対応するべきだと思った．
・実習での体験は，精神障害福祉のほんの一部にすぎない．
・自分ではどうして対応して良いか分からなかったことを違う視点で聞
けた．
・自分の支援傾向がわかった．
・自己覚知できた．
・人間は成長するということを信頼して支援することが重要だと分かっ
た．
・指導者の言動に納得がいかないことが，他の方の意見を聞いて納得で
きた．
・色々な価値観があることがわかったことで，利用者の方も 1人 1人
違って当たり前だと思った．
・他の方の話を聴いて否定しないように聴くという態度は，利用者との
かかわりにも通ずると思った．
・2か所目の実習につながると思った．
・実習での指導者の行動が理解できた．
・利用者理解は完璧にできないことがわかった．
・今，ここの利用者の想いに共感することが大事であることがわかった．
・会話をしたくない方もいることが分かった．
・話しかけても反応がない人への対応を教えてもらった．
・他者との会話を拒絶する人と無理に会話をする必要があるのか困った
が，刺激を与えない距離で見守ることが分かった．
エンパワメントされ
る場
・悩みの内容は違うが，悩んでいるという共通した立場の人がいて元気
になった．
・悩みを話して共有することで気が楽になった．
・自分とは違うことで悩んでいることに驚きがあったし，羨ましくも
あった．
・PSWになりたいという方向は一緒だと感じた．
・同じ意見を持つ方が居てくれて安心した．
・実習中は 1人で悩むことが多かったが，ピア・スーパービジョンで，
1人で悩むことも重要だと思った．
・社会人学生として当時者とのかかわりで注意することが分かった．
・感情的に受け入れにくかったことも学生同士，同じ立場で分かち合う
ことができた．
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あり，絶対に正しいというアプローチはないと分かった」「利用者へのかかわりすぎやかかわら
なさすぎに気づいた」という感想を述べた．日々の相談支援業務についてスーパービジョンの機
会がない中で，今回のピア・スーパービジョンでの実習の振り返りが，自身の支援への気づきの
機会にもなっていた．社会人学生ならではの感想である．
　実習では，「患者や利用者とコミュニケーションがとれない」ことが課題になることが少なく
ない．ピア・スーパービジョンでは，「会話をしたくない方もいることが分かった」「話しかけて
も反応がない人への対応を教えてもらった」「他者を拒絶する人には，刺激を与えない距離で見
守ることが有効的だと分かった」などの助言をもらい，2か所目実習の準備になっていた．
　このような内省や支援傾向への気づきなどは，学生の自己点検に役立っており自己覚知を促し
ている．スーパービジョンでは自己覚知への促しは支持的機能の 1つで，社会人経験のない通学
生のピア・スーパービジョンでも見られたように社会人経験のある学生に特有のものではない．
しかし，「社会人経験が実習にマイナスに作用した事がら」 2）（表 2）をみると，社会人経験があ
るがゆえに自己覚知がスムーズに進まないことも想像できる．それゆえ，ピア・スーパービジョ
ンにおいて，学生同士が対等・平等である関係は「仲間」意識が生まれ，自分を開示しやすく他
の学生の助言や意見を受け入れやすいのかもしれない．
　また，コミュニケーションへの助言は専門知識・技術の習得に役立つ情報提供である．コミュ
ニケーションへの助言は教育的機能に分類されるが，こちらもピア・スーパービジョンに特有の
ものではないが，支持的機能でも述べたように対等性・平等性である関係では，あらゆる情報提
供を受け入れる「構え」があるのではないだろうか．
　（2）エンパワメント
　ピア・スーパービジョンは，全員がスーパーバイザー（SVR）であり，全員がスーパーバイ
ジー（SVE）である．今回のピア・スーパービジョンは，全員が社会人経験をもつ実習生とい
う共通があるため，実習での悩みや困りごとにも多くの共通性が見られた．その悩みや困りごと
を語り，助言や意見をもらうことには支持的・教育的機能がある一方で，語りを提供をした学生
も語りを受け取った学生もエンパワメントされていた．
表 2　社会人経験がマイナスに作用した事がら
上位 5項目　ｎ＝ 304
　 項　　　　　目 人（％）
1 これまでのものの見方や価値観にとらわれた 170（55.9）
2 自分の癖から抜け出すことが難しかった 108（35.5）
3 これまでの自分のやり方にとらわれた 79（26.0）
4 新しい対処法を身につけることが難しかった 45（14.8）
5 わからないことを尋ねることへの躊躇や知ったかぶりをしてしまった 42（13.8）
（『新社会人のための精神保健福祉士』青木聖久，杉本浩章 2）から引用）
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　失敗としてマイナスに捉えていた自分の経験を語ることで，他の学生に勇気を与えているので
ある．「悩みの内容は違うが悩んでいるという共通した立場の人がいて元気になった」「悩みを話
して共有することで気が楽になった」「同じ意見を持つ方がいてくれて安心した」「感情的に受け
入れにくかったことも同じ立場で分かち合うことができた」という感想がそのことを物語ってい
る．そして，これらの感想は，「ＰＳＷになりたいという方向は一緒だと感じた」という言葉に
集約されているように思う．
　また，「実習中は 1人で悩むことが多かったが，ピア・スーパービジョンで，1人で悩むこと
も重要だと思った」という感想は，社会人経験のない通学生のピア・スーパービジョンでは見ら
れないものである．勤務先が 1人職場であったり熟練者がいない場合などは，1人で支援業務全
般を行うことになる．そのような環境で支援業務にあたっている現実を考えさせられた感想であ
る．
　さらに，「社会人学生として利用者とのかかわりで注意することが分かった」という感想では，
「社会人経験が実習にマイナスに作用した調査」にもあるような事がらが，社会人経験をもつ学
生の実習に特有のものだということが分かる．
　このように，社会人経験のある学生のピア・スーパービジョンは，学生がエンパワメントされ
る場になっており，エンパワメントは実習指導のあり方を考える際のキーワードではないだろう
か．
　6．まとめ
　本研究は，ピア・スーパービジョンが社会人経験をもつ通信制学生に与える影響の検討をとお
して実習指導のあり方に関する研究の端緒とすることを目的とした．今回のアンケート調査で
は，社会人経験をもつ通信制学生にとって，ピア・スーパービジョンは自己点検作業の機会であ
りエンパワメントされる場であるという結果を得た．
　ピア・スーパービジョンがエンパワメントされる場であるという感想は，社会人経験のない通
学生には見られなものであった．社会人経験をもつ通信制学生のエンパワメントについては，社
会人のストレングスを発揮できるような実習が望まれるのではないだろうか．そのためには，一
か所目の実習後に行われる実習指導スクーリングでのピア・スーパービジョンの考察から取り組
みたい．
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